
お遍路姿で歩く本人。中空に浮か
ぶお坊さんが、にこやかに「観自在、
観自在」「囚われない、囚われない」
と語りかけている図
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

今
月
の
縁
日
は
お
大
師
様
の

年
命
日
（
三
月
二
十
一
日
）、

ご
祥
当
で
す
。
旧
暦
で
行
っ

て
い
る
知
立
の
縁
日
は
十
一

日
、
新
暦
の
覚
王
山
は
毎
月

恒
例
の
二
十
一
日
。
ご
祥
当

が
来
る
と
、
い
よ
い
よ
春
本

番
で
す
ね
。

　

般
若
心
経
の
意
味
を
学
ぶ

今
年
の
か
わ
ら
版
。
生
き
方

や
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
際

の
道
標
（
み
ち
し
る
べ
）
で
す
。

　

今
月
は
「
観
自
在
菩
薩
（
か

ん
じ
ー
ざ
い
ぼ
ー
ざ
ー
）
行

深
般
若
波
羅
蜜
多
時
（
ぎ
ょ

う
じ
ん
は
ん
に
ゃ
ー
は
ー
ら

ー
み
ー
た
ー
じ
ー
）
」
の
十
四

文
字
。

　

「
観
自
在
菩
薩
」
は
修
行
時

代
の
お
釈
迦
様
の
お
名
前
で

す
。
「
観
自
在
」
は
自
由
自
在

に
何
ご
と
に
も
囚
（
と
ら
）
わ

れ
ず
に
も
の
ご
と
を
考
え
る

と
い
う
こ
と
。
お
釈
迦
様
は

そ
の
よ
う
な
菩
薩
で
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
菩
薩
は
仏
（
如

来
）
に
な
る
前
の
修
行
中
の

身
で
あ
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

　

人
間
は
誰
で
も
五
欲
（
食

欲
、
性
欲
、
睡
眠
欲
、
財
欲
、

名
誉
欲
）
を
持
ち
ま
す
。
自

分
の
欲
を
満
た
そ
う
と
「
俺

が
俺
が
」
と
い
う
「
自
我
」
に

振
り
回
さ
れ
、
自
分
の
固
定

観
念
や
先
入
観
で
も
の
ご
と

を
考
え
ま
す
。
そ
れ
で
は
だ

め
だ
と
諭
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
も
登
場
し
ま
し
た
が
、

「
般
若
」
は
お
釈
迦
様
の
知
恵
、

「
波
羅
蜜
多
」
は
覚
り
の
境
地

に
達
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
菩
薩
は
「
施
す
こ
と
（
布

施
）
」「
戒
め
る
こ
と
（
持
戒
）
」

「
我
慢
す
る
こ
と
（
忍
辱
）
」「
努

力
す
る
こ
と
（
精
進
）
」
「
心
を

落
ち
着
け
る
こ
と
（
禅
定
）
」

「
慈
悲
心
を
持
つ
こ
と
（
知
恵
）
」

の
六
つ
を
実
践
し
ま
す
。

　

「
観
自
在
菩
薩
行
深
般
若
波

羅
蜜
多
時
」
は
「
修
行
中
の

お
釈
迦
様
が
も
の
ご
と
を
深

く
考
え
、
六
つ
の
行
を
実
践

す
る
時
」
と
い
う
よ
う
な
意

味
の
よ
う
で
す
。

　

「
覚
り
」
は
単
に
「
理
解

す
る
」
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
然
に
「
実
践
す
る
」
こ

と
で
す
。
観
自
在
菩
薩
と
呼
ば

れ
た
お
釈
迦
様
は
、
覚
り
を

ひ
ら
く
た
め
に
六
行
を
実
践

し
ま
し
た
。

　

固
定
観
念
に
囚
（
と
ら
）
わ

れ
ず
、
自
ら
を
戒
め
、
我
慢

し
、
努
力
し
、
心
を
落
ち
着
か

せ
、
慈
悲
の
精
神
で
周
り
の
人
々

に
接
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
言

わ
ば
「
利
他
」
の
精
神
を
教

え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る

ご
心
経
。
わ
ず
か
三
百
文
字

弱
の
短
い
お
経
の
中
に
、
お

釈
迦
様
の
教
え
、
人
間
関
係

や
社
会
の
問
題
を
和
ら
げ
る
心

の
あ
り
方
、
生
き
方
に
つ
い

て
の
教
え
が
た
く
さ
ん
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
「
観

自
在
」
で
あ
れ
ば
、
国
同
士
、

人
同
士
の
争
い
や
問
題
も
少

な
く
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

　

弘
法
さ
ん
の
縁
日
に
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
皆
さ
ん
に
一
句

進
呈
。
「
春
霞
（
が
す
み
）
季

節
を
運
ぶ
ご
祥
当
」
。
そ
れ
で

は
、
ま
た
来
月
。
ご
き
げ
ん

よ
う
。
合
掌
。※


